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『全長2米 の直尺 を僅 々糧ろ極以 下に丸 めて ・任意随所仁携 帶 し得る』と云ふ度器界の理想 を實現せ るもので

あnaし て,目 下各方面に於 て白黝 御好評 を受 けつ 、あ る もので あnま す.

本罍は獨特の堅牢に しで且 つ簡畢な る橋 遒を膚 する ものであ らまして,如 何 に幄快 に使用 さiiる カ・ぽ一度

御試用 を賜 らば直に御滿足 を得 る箏 と信 じます・

引込引 田し共 自勧 的に一瞬 間に行ひ得 るものであ7ま して,御 使用途 に佐 ら5樋 で も一米 で も必要量のみ

取 り山 し屈 曲自在 に御使用が 山來 ます・ ケースには究全 なる昌 ツケル鍍金 を施 し,尺 は鋼製 に鮮明 なる示

度 を表 したる ものであ りまして永 き御 使π1に耐ゆ る經蒔的 なる もの であ ります・
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日 本 化 學 會 規 則 摘 要

第 二 條 本會 は化攣 の逡 歩及ひ警及 を凹 るを以て目崩 とす.`、

第W...條 曾員 は化掣 に密接 な る闘係 を有す る個人叉は團認 たるへ し(以 下略)

紹則 第二 絛 禽員は'ドの費 椿の一 を備ふへ し

一 化學若 くは化學に密接 の関係 あ乙攣看 を修 め叉 は為空 なる研究論丈 を公に した るこ乏1

一 化學 上顧 著の成績 を壜け若 くは牝學工楊 に在 りτ貴任 ある位 置に立ちた ること

一 化學に密接な る駟係 を有 す る法人又は これに柑需 寸 る團脆 た ること.緊
.

第 六 條 λ禽 を望 む者 は會員 二名の糊介 を以 で畢 歴 蕁を記入 しr_る 申込書 を曾長 に差 再†へ し、其.の

可否は常醸倉 に於 て之を決す

第 十 主 探.常 曾は曾 務韓告及學術 講演等の爲め四八爾月 を徐 き毎月之 を開 く(以 下略」

第 十 七 蝶 年曾 は(中 略)毎 年 四月之 を厨 く(以 下晦),.

第二十 二條 本曾 は毎11-fJ日 本化學會 誌を蠻行 す、 臼本化學 曾誌は之 を邦丈及欧丈の二種 に分っ

細 則第二十六條.會 誌 には.報丈 、綜 説、抄鎌 、燬 、配事暮の欄 を設 く傴 し欧丈會誌 は報文 を主 とす.

第 二十三傑 曾鷲 は曾訊 に配 缶 し且畢術 普及の 目的を以 τ之.を資貰 「i

第 二十四燦 曾 費は一 箇年金拾 圓 とす

第 二十 六燦 曾 巽は入曾認 可の月 よ う納 むへ し

細則 第三十三 絛 』食畏は毎年四月及ひ十月の二期に於 τ牛年分 宛(四 月 よh九 月sTの 分 を四月 に、十

月 よb聾 平 三刀 まて の分 を十 月に)澂 集 す(以 下略).

細 則第三十 四探 λ曾者の曾費は其際 月割 を以 て該 期分を鰍 集す

入4t希 望者.にして紹介者 なきときは學業履歴及び現職 を特 に詳

.記 して事務所へ申込 まるべ.し.
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墨

:御 入會 を勸 む:i内 轟 本i
鞭 日本化學研究會編 主幹 騾 愽士 眞 島 利 行

」「L

第2集 第10卷 第1號11脚11年1月 發行(月 刊)

本 邦 最 新 の 化 學 的 研 究 の 文 献

一般化學 ・物理化學 ・無機化學

有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他 に關する

羃難 日本化學總覽 覧聾

會 費 〈1ケ 年 分)(2回 に分納 し得)

甲 種(索 引及鍬 配勧 金9圓54錢 〔雛 學篏 及學生 金7圓80錢}

乙 種(索 引を配布す)金8圓74錢 〔各化囎 員及學生 金7圓20錢 〕

入會御希薯 の方は會費1ケ 年分叉 は牛 ケ年 分 を卸邊 り
.ドされ

は:手績 一切完 了致 し ます。

ー

ー

既 刊 出 版 物

日 本1匕 學 総 覽 第 一 集(明 治大正年間の化學的文獻集鑠)

第 一 卷(明 治10一 明治33年 〉 第 二 卷{明 治34一 明治41年)

第 三 卷(明io42一 大正2年)第 四 卷(大 正3一 大iE6年)

第五卷(大 πモ7-10年)以 上 各卷 索 引共500-600頁 定價¥12.50逾 料¥・45

日 本 化 學 總 覽 第 二 集(昭 和以後に於る化攣的交獻集鑠)

第 一 卷(昭 和2年)第 二 卷(昭 和3年)第 三 卷(昭 和4年)

第 四 卷(昭 和5年)第 五 卷(昭 和6年)第 六 卷(昭 和7年)

第 七 卷(昭 和8年)第 八 卷(昭 和9年)``月 刊雜誌を合本せ るものな ザ

以上 各卷 索 引共600頁 内外 定價¥12.50迭 料¥,45但 第二卷 に限b定 價¥9.so

霆奥日本化學研究會 軈麟謡鑷礁饑
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月 刊 白 然 科 學 雜 誌

科
編

ノ

安藤厩太郎 岡田武松 柴田:桂太

・ 柴 田'雄次 ・橋 田邦彦.

學

坤弁誠太郎

'・..'一'・'"♂'i
.ζ お.

・㌧.置

.嶼 ・

il
o

自然 科 學 の 齦 眼 ざ.まし く,.雛 界 の 濡躍 釜,辷.盛ん な ら ん と す る時,.
.を寄 す る 人Rは 自然 矛鵜 些全 般 の 不斯 の情 勢 を蜘 るべ き釘 等 か

の 機 關 を必萋 と す る

で あ ら う。

本 誌 は英 のNature,米 のScience,佛 のRerueg8nerale,獨 のNatun、 耀説 【逕cb謡 ㎝

等 と使 命 を同 じうす る もの で あつ て 發 刊 以來5年 の 或 月 を蘭 し,茲 に全 く我 國 唯 一

の 一 般 自然 科 學雑 諾 と して の 内容 ・體 裁 ・構威 を具 ふ るに 到 つ た 。,

學徒 諸 士 は 本bizよ:つ て 初 めて 各 自 に必 要 な る覗 野 を得 られ るセ あ ら う.0
蔭

,

輯..'

大 河内 正敏 小泉 丹.

圭任石 原 純

,苟.も 之に心

第6卷 第6鶚 内 容 梗 概

卷 、'頭

科學諭丈稚感.',、

害 書.
噺鰻 の孕卵駛の一例.(松井 魁)・ 陸蟹の一種Cnrdisomahir[ipuDANAの 分布に就 き

て〕木場一夫}.ゼ ラチ.ンBlisに於 け る域極の結晶成長 に就 いτ(長F$i&#).論 交の内

容 と長aと に就 いて(古 川哨 男,・ 飛魚の飛翔 に開 する魏察(横 山忠雄郭 電携 に於 ける

り一ゼガ ング現 象に對 す る紫外線の影響(宮 奉 遘).Shanktandの 貿験 と電碓量=Fヵ

學 の否定 に就 τ(武 谷三男)・ 蓄音機譜盤利用 の.音饗 研究(田 口灘 三as・ 渡邊精一}.日
=本の渓積世海棲貝化石群 の一一特 微(洪積丗侃候變 化の一證 としてX大 塚彌 之助}・ 蝶の

翅面積に對す る鎖 覺 伽 藤 源漁)・ 窒 素同位元素の化學的 濃縮(小 川英次郎 ♪.Photon散

亂の賓融 と.閃梟性 問題(天4F清)・Xi14氏 の員吸 着の理諸 につ いτ{芝 亀吉).

絨 萃

NielsRohr:中 性于櫨捉 と核橋造

論 逑..、

鹿 野 忠 雄:新 ウ奮レス線 に對 する私見{II)

學 暴 農 讐

宮.部 直 巳:可 塑的墾 形 を表 はす方式
.鈴 木 敬ri

.=.19SG.年6割19Hの 皆虧 月食

科.學 聡 纂

後 藤 末 雄:科 學 の逡 歩 と科孥的情憩の 載展(n).

宇 田 道 隆=樺 洋調査の大先逵北原多作 先生のこ と

研究室概湿

商工省東京工業試驗所(IV)け ト.L春成)

畢 會 柱 來'

第7囘 日本最學曾 大:倉・ 卜1本航空學曾第2囘 鶴禽 及講演禽・ 日本解剖學曾大曾,日.夲

藥理學曾

新 刊 讐一 研究抄鎌一 科娼時事一 雛倉 及個 人淌 息

搬行所 甥 濤聲強 岩 波 書 店
窟 嬬40錢(郵 撹1・5鋤 電 話 メ』段(躑}鼈01S7(4》

牛 年 分Y'1.3儀 一 年 分Y4.;dレ(.前 金,「途 料典)織 替 口座.東 京26241D
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◇ 温 度 の 自働 調 節 並 に ◇ 正 し き定 温 度 の
噸
』昌こ觸

自 働 信 號 に は!自 働 的 保 持 に は! J

二温度旦璽調萸壷撰羆 き黒
自

2

バ イロ メ_夕_各 種(温 度 一30。～十1,600。迄)

製 作 販 賣 御指定温度製作仕可候
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KOTERA.KIKAITEN
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理化學器械 ・謦學用器械

◇電 瓢 化 箪 彗 欄

◇特 殊 高 級 器 械

◇:ロ 英 水 銀 燈

◇バイレ●フケフq殴晶

囚 下製作 所

一⑭ 一

京都市左京區吉川本町鼬番地

電 話 。.is1957
振 替 ・大阪74984

f
石 英 製

檢 絛 壓 力 計

測壓式天斯分析婁置 特殊御注文品製作

亀

㌧

酬

'
..」
降

陛

冒
レ
ー
」

呂
ー

p旨

彫

隔

ρ

略

」

,」

乱
しい

1㌧fp..

,nni川wunii旧1聴llllll旧III1【nnnumnnm「Illll陥r眦1阻II1闘111血1阻lllllll「Illl旧ummmnnn旧mlll1川 旧lll四11川1川1ll臆1響lllM1闘閧睡川ll川馴 卩anurl川Illlll聖帥聞1閧11m川IIIII憎川髄111・=

獨 逸 イ ・ メ ル ク 茆1:製 品

狷 逸 グ リ ユ ペ ル 製 色 素 類

獨 逸 シ_,ン グ ・～r一ル パ ウ ム巾1:製品

京 都 膺 免 許

酸素 ◇ 炭酸 ◇ 窒素瓦斯

取 扱 販A

・化 學 用 藥 品

並に 顯 微 鏡 色 素

藤比叢 亙薦
藥 劑 師 中 村 宗 三 郎

京 都 市 中京 區 二 悚 烏 丸東 入

電 誌看・」二③2248番

振 替 。大 阪27737番

商 號 ・中 青
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第 二 卷 第 四 號
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定 臓　
一前 一

年金 册
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L41)]

[at]漆

[4?]

[43]

[44]

長鏤高分子化合物分裂の動力學

新洗滌剛の牝學

理 學 士

工學ne士

石炭液化工業

替 の硝 干 。今の瑣子

大學 に於 け る科 學研究者の化學ユ:業仁對 す る

蘭係

工學博士

工畢博士

朋
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遯

逧

離

三

.悗
..源

太

寺
学

森

小

木

松

喜

澤

工 畢 士.齋 藤檢夫 抄譯

化 學 騨.

漏 輯 所

京都市吉 田・京都帝疑大學
工業化學敢室 喜多研究 蜜

論 ・art

發 行 所

大 阪市酉區京町堀垣一丁 目

電言舌 土佐舞畦240・468番

振 替 ロ座大阪一七六一三番
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五 分 間 デ出 來 ル 便利 ト経 濟 ナ

フ イキ ザ ナ ー ル定覬 詠セ試 薬1/1りN`,RM .、1.

備 付 ヲ事 務 的 分 析 室 ハ勿 論 研 究的1ヒ躯 室

昌咄 差的 二起 ル試 料 ノ分 析 ノ錫 二

(説 明 書逾 呈)

窿 解 離 合 藾止

理 化 學 器 械 製 作 株 式 會 肚

本 舶t東 京 市 瀞 田 區 鍛冶 町一 ノニ(太 洋 ピル)

電話騨田(25》2199-2重98直 通1313

支 店 大 阪 市 北 憾 北 同 心 町 一 ノ ー 六

竜 語..掘.川(35)288
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